
平成２０年１０月１６日

公立大学法人首都大学東京

首都大学東京では、イノベーション創出の可能性を秘めた研究を、産業界の視点で探索して頂く

産と学の出会いの「場」として、独立行政法人科学技術振興機構（JST）との共催により研究シーズ

発表会を開催いたしますので、お知らせします。

※ 本報告会は未公開情報も含むため、聴講者の方には参加の際に秘密保持に関する誓約書に署名いただく

ことをご了承下さい。

【プログラム】
☆口頭発表
【第一部】 （13:15～14:05）

「自然エネルギーを用いた水素ガスの製造」

首都大学東京理工学研究科 村上 和彦 助教 他３題

【第二部】 （15:10～16:25）

「コンクリートへの副産骨材の有効利用」

首都大学東京都市環境科学研究科 上野 敦 准教授 他５題

☆ショートプレゼンテーション

【第一部】 （14:10～14:40）

「文化的景観を活かしたまちづくりに関する基礎的研究」

首都大学東京都市環境科学研究科 山田 幸正 教授 他９題

【第二部】 （16:30～17:05）

「ヒトと調和する産業用パワーアシストロボット」
首都大学東京システムデザイン研究科 武居 直行 准教授 他１０題

【問合せ先】

公立大学法人首都大学東京産学公連携センター

ＴＥＬ ０４２－５８５－８６６６（ダイヤルイン）

ＦＡＸ ０４２－５８５－８６７７

E-Mail：soudanml@cc.tmit.ac.jp

開催日時 平成２０年１１月１０日（月） １３時００分～１８時００分

会 場 秋葉原ダイビル５階 秋葉原カンファレンスフロア（千代田区外神田１－１８－１３）

定 員 各テーマ 4０名（口頭発表のテーマ毎の定員）

参 加 費 無 料（交流会参加者は会費 2,000 円）

申 込 み ホームページ（http：//deainoba.jp）又は FAX（042-585-8677）にてお申込ください。

主 催 首都大学東京、独立行政法人科学技術振興機構

JST Innovation Bridge

首都大学東京 研究シーズ発表会 2008
都民と創生する大都市東京 －自然との調和を目指して－


